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▲米沢城跡（松岬公園）内に建てら
れた「伊達政宗公生誕の地」の碑

▲成島八幡宮。現在の拝殿は、永徳３
年（1383年）に伊達家８代当主・宗

むね

遠
とお

によって造営されたものです 政
宗
公
の
足
跡
を
訪
ね
て

　

初
代
仙
台
藩
主
と
し
て
仙
台
の
ま
ち
の
礎
を
築

い
た
政
宗
公
は
、
山
形
県
の
米
沢
で
生
ま
れ
、
24

歳
ま
で
本
拠
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
ゆ
か
り
の

城
跡
や
神
社
な
ど
、
米
沢
の
地
に
残
る
政
宗
公
の

原
点
を
訪
ね
ま
し
た
。
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米
沢
市
の
南
西
部
に
あ
る
舘
山
城
跡
は
、

小こ

樽た
る
川が
わ
と
大お
お
樽た
る
川が
わ
が
交
わ
る
丘
陵
地
に
築
か

れ
た
天
然
の
要
害
で
、
古
く
か
ら
伊
達
氏
に

関
わ
る
山
城
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
伊

達
氏
の
正
史
「
伊だ

達て

治じ

家か

記き

録ろ
く
」
で
は
、
ま

ず
伊
達
氏
家
臣
新に

っ
田た

氏
の
居
城
と
し
て
登
場

し
ま
す
。
そ
の
後
、
伊
達
輝
宗
が
自
身
の
隠

　
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
に
仙
台
に
移

っ
た
政
宗
公
は
、
仙
台
城
の
北
西
に
大
崎
八

幡
宮
を
創
建
し
ま
し
た
。
こ
の
大
崎
八
幡
宮

は
、
米
沢
の
成な

る
島し
ま
八
幡
宮
と
岩
出
山
の
大
崎

八
幡
神
社
を
合ご

う
祀し

し
た
も
の
で
す
。

　
成
島
八
幡
宮
は
宝
亀
８
年
（
７
７
７
年
）

建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
長
井
氏
、
伊
達
氏
、

上
杉
氏
と
代
々
の
藩
主
に
崇
拝
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
政
宗
公
が
仙
台
の
大
崎
八
幡
宮
に
分

霊
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
米
沢
を
本
拠
と

し
て
い
た
時
代
に
成
島
八
幡
宮
を
厚
く
崇
拝

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

政
宗
公
、
米
沢
に
生
ま
れ
る

　
永
禄
10
年
（
１
５
６
７
年
）
８
月
３
日
、

政
宗
公
は
米
沢
城
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は

伊
達
家
16
代
当
主
の
輝
宗
、
母
は
山
形
城
主

最
上
義
守
の
娘
・
義
姫
で
、
幼
名
は
梵ぼ

ん
天て
ん

丸ま
る

と
い
い
ま
し
た
。
傅も
り
役や
く
（
教
育
係
）
の
片
倉

小
十
郎
景
綱
や
、
輝
宗
が
米
沢
に
招
い
た
美

濃
の
高
僧
・
虎こ

哉さ
い
宗そ
う
乙い
つ
の
下
、
政
宗
公
は
学

識
や
教
養
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
天
正
12
年
（
１
５
８
４
年
）、
18
歳
で
家

督
を
継
い
だ
政
宗
公
は
、
周
囲
の
大
名
と
戦

を
繰
り
広
げ
る
一
方
で
、
し
ば
し
ば
米
沢
城

近
郊
の
舘
山
な
ど
に
出
掛
け
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
声
を
聞
い
た
り
、
鷹た

か
狩
り
や
川
狩
り
に
興

じ
た
り
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

居
所
と
し
て
普ふ

請し
ん

（
城
づ
く
り
の
た

め
の
土
木
工
事
）

を
行
い
、
輝
宗
の

死
後
に
は
政
宗
公

が
要
害
等
を
再
整

備
し
ま
し
た
。
こ

の
と
き
城
域
が
最

政
宗
公
も
崇
拝
し
た
成
島
八
幡
宮

大
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
天
正
19
年
（
１
５
９
１
年
）、
政
宗
公
は

豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
米
沢
か
ら
岩
出
山
へ

と
移
り
ま
す
が
、
そ
の
後
米
沢
を
本
拠
と
し

た
上
杉
氏
が
舘
山
城
の
普
請
を
行
っ
た
形
跡

が
あ
り
ま
す
。
舘
山
城
が
伊
達
氏
の
時
代
か

ら
上
杉
氏
の
時
代
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
、

城
の
規
模
や
役
割
は
時
代
ご
と
に
変
化
し
て

い
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

伊
達
氏
か
ら
上
杉
氏
へ
―
時
代
と

と
も
に
様
相
を
変
え
た
舘
山
城

▲舘山城跡。平成28年３月に
国の史跡に指定されました
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